
令和５年度 第１回大津市地域公共交通活性化協議会 

日時：令和５年５月３０日（火）10：30～ 

                     場所：大津市役所 別館 1 階 大会議室 

 

１ 開 会 

事務局： 定刻となりましたので、ただいまから令和５年度第１回大津市地域公共交通活性

化協議会を開催いたします。なお、今回につきましては、一部の委員の方には、オン

ラインで会議に参加いただいております。それでは速やかに議事を進めて参りたい

と思いますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

開会にあたりまして、北澗会長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

 

２ あいさつ（会長） 

ただいまご紹介をいただきました、大津市副市長の北澗でございます。本年４月より、

国土交通省よりご縁ありまして本市の職を拝命させていただいております。同様に、本

協議会の会長も務めさせていただくことでありますので、よろしくお願いいたします。 

まずは、委員の皆様におかれましては公私ともご多忙の中、本協議会にご出席いただ

き誠にありがとうございます。また、平素より本協議会の事業の推進をはじめ、本市交

通行政全般にわたりまして、格別のご理解とご協力を賜りますことを重ねまして御礼

を申し上げます。皆様におかれましては、大津市地域公共交通計画に位置付けられてい

る各施策のご推進にご協力をいただいておりますことと思います。引き続き、この計画

に基づき、地域公共交通の活性化を進めていきたいと考えておりますので、ご協力いた

だきますようお願い申し上げます。 

さて、本日の協議会ですが、本日は令和４年度の決算、事業報告、令和５年度の予算

事業についての報告のほか、２０２１年３月に策定しました大津市地域公共交通計画

の各施策の推進状況について報告をいただくこととなっております。また、そのうち地

域公共交通確保維持事業に関わる計画についてご審議をいただくという段取りで進め

ていくこととなっております。委員の皆様におかれましては、是非とも忌憚のないご意

見を賜り、実りある会議となりますようお願いを申し上げさせていただきまして、開会

にあたりましてのご挨拶とさせていただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

３ 議題 

  【報告事項】 



  （１）令和４年度決算及び会計監査並びに事業報告について 

 （２）令和５年度予算及び事業について 

   （３）令和４年度公共交通全体の利用状況について 

   （４）大津市地域公共交通計画の各施策の進捗状況について 

  【承認事項】 

   （１）地域公共交通確保維持事業に係る計画について 

 

【報告事項】（１）令和４年度決算及び会計監査並びに事業報告について 

会長： まずは、議題の報告事項（１）令和４年度決算及び会計監査並びに事業報告につい

て、事務局よりご説明をお願いいたします。 

 

（報告事項（１）の資料について、事務局より説明） 

 

会長： ただいま議題（１）について、事務局からご説明をいただきました。このことにつ

いて、委員からご質問ご意見等がありましたら、お願いいたします。 

 

（特に質問、意見なし） 

 

【報告事項】（２）令和５年度予算及び事業について 

 

会長： それでは続きまして、議題の報告事項（２）令和５年度予算及び事業について、事

務局よりご説明をお願いいたします。 

 

（報告事項（２）の資料について、事務局より説明） 

 

会長： ただいま議題（２）について、事務局からご説明をいただきました。このことにつ

いて、委員からご質問ご意見等がありましたら、お願いいたします。 

 

（特に質問、意見なし） 

 

【報告事項】（３）令和４年度公共交通全体の利用状況について 

 

会長： それでは続きまして、議題の報告事項（３）令和４年度公共交通全体の利用状況に

ついて、事務局よりご説明をお願いいたします。 

 

（報告事項（３）の資料について、事務局より説明） 



 

会長： ただいま議題（３）について、事務局からご説明をいただきました。このことにつ

いて、委員からご質問ご意見等がありましたら、お願いいたします。 

 

（特に質問、意見なし） 

 

【報告事項】（４）大津市地域公共交通計画の各施策の進捗状況について 

 

会長： それでは続きまして、議題の報告事項（４）大津市地域公共交通計画の各施策の進

捗状況について、事務局よりご説明をお願いいたします。 

 

（報告事項（４）の資料について、事務局より説明） 

 

会長： ただいま議題（４）について、事務局からご説明をいただきました。このことにつ

いて、委員からご質問ご意見等がありましたら、お願いいたします。 

よろしければ、私から１点、少し補足をお願いできればと思うのですけれども、JR

さんの MaaS アプリ WESTER の方が所々出ていますが、こちらについて、少し内

容の方を補足いただければと思います。 

 

委員：  JR 西日本 京滋支社です。ご質問ございました、MaaS アプリ WESTER について

ですが、こちら MaaS アプリということで、弊社 JR 西日本の運行についての情報は

もちろん、私鉄様、バス会社様の乗り継ぎの列車時刻、あとは、我々JR 西日本の J－

WEST カードというクレジットカードがございまして、そちらと紐付けると、決済等

が可能になるということでございます。 

また、ICOCA という IC カードがございますけれども、そちらは今年からモバイル

ICOCA ということで、カードを持たずに、WESTER 内で ICOCA の機能を持つこと

ができ、カードがなくても、携帯をタッチしていただくだけで列車に乗れたり、お店

等で決済ができたり、そういった機能を持ち合わせております。モバイル ICOCA に

ついては、今現在 Android のみの利用となっておりまして、今年中に Apple 社の携帯

の方でも使用ができるように調整中というふうに聞いております。 

こちらのモバイル ICOCA ですが、定期ももちろん紐付けると可能でございまして、

以前ですと、定期券は窓口に並んで購入するということになるのですが、モバイル

ICOCA ですと、窓口いらずで、携帯上で定期の購入、または継続ができるということ

で、非常に便利なアプリとなっておりますので、ぜひ皆様の登録、もしよろしければ

利用していただければと思います。 

 



会長： ありがとうございます。そのほか事業者さんでこういったところもやっているので

すといったコメントも含めて、いろんなご紹介をしていただければと思いますが、ご

発言の方、いかがでしょうか。 

 

委員： これまでの報告も含めてですが、可能であれば、毎年度、運行コストと収入との関

係で、デマンド便の収支率がどれぐらいなのかっていうのは毎回出していただける

といいなと思います。乗合率を出されるというのは大変いいことですので、乗合率が

向上しつつ、できれば、そうすると収支率も上がっていきますので、ちょっと具体的

に出していただけるといいと思います。 

あとは、運行本数を増やすと、利用は伸びますが、なかなか乗合率が高まらないの

で、できる限り今回の実証実験の中身を変更して便が決まったので、志賀地域並みの

乗合率が期待できることが、目標になるのかなというふうに感じます。 

それと、この大津市の大変すばらしいところが、滋賀県さんがかなりご協力いただ

いているのがあるのですが、子供たちを中心に大規模なモビリティマネジメントを

されているところはないので、可能でしたら次年度以降、参加された子供たちに、子

供たちプラス保護者１名が、例えば大津市内、バス、電車乗れるよっていうチケット

を配布するとかして、配布した後に、交通行動を変えていただいたかどうかを、実証

いただけると、これをやった成果がどうなのかが見えてきていいことだと思います

し、実際これを体験すると子供たちは乗りたくなるので、そういった意味で保護者プ

ラス当人だけでも可能な事業者さんだけでも結構ですので、大体 700 人ぐらいです

から、予算的にも 100 万ぐらいでいける中身だと思いますので、それは随時ご検討

いただけるといいと思います。 

あと、今年度の目玉は平和堂さんとの連携キャンペーンですので、これはぜひチラ

シの配布もそうなのですが、これをやっているので、この沿線の地域の方々が率先し

てみんなで平和堂買い物に行こうかなっていうツアーをやっていただけると、平和

堂さんの品揃えのよさを、皆さんよく知っていると思いますが、そこに行くまでにバ

スで行く、デマンドで行くのに、心の抵抗が下がりますので、そういったことに支援

をいただけるといいと思います。 

あと、今回の 17 ページのバスの利用者数がなかなか戻らないっていう中で、ざっ

くり計算すると年間走行距離が減っているので、便数減った分、お客さん減って、年

間走行距離の減少分を利用者数の減少分と当てはめると、同じぐらいですので、恒常

的に利用されている方が、まだまだ何とかご利用いただいて、新規の方が少ないのか

なというデータが大体推察されますので、この辺もやっぱり乗車体験しないことに

はなかなか難しいので、引き続き頑張っていただければと思います。 

最後に、力入れていただけるといいと思うのは、私京都市に住んでいるのですが、京

都市民としても、この 25 ページのパークアンドライドの利用促進です。京都市内、今



年の秋からバスのみの１日券が廃止され、地下鉄とバスの１日券のみになります。そう

なると、京都市内まで車で行って、どこか止めて、バスだけ安くいこうということがで

きなくなるので、大津市にとっては、大変有利な状況なのです。浜大津で止めて、京阪

電車に乗って、地下鉄バス１日券を買ってくださいと言ってもそんなに変わりません

ので、ぜひここは強く、可能であれば名神のサービスエリアで、パークアンドライドを

するなら、京都の手前の大津がいいと言っていただけると、大変効果が出ると期待して

おります。京都市民としてもあまり車で来て欲しくないというのは本音ですので、でき

れば大津で止めて大津のよさを知っていただきたいなと思いもあり、ここで強く宣伝

いただけると大変助かります。以上です。 

 

会長： いろいろなご意見ありがとうございます。事務局から何かコメント等ありますでし

ょうか。 

 

事務局： 収益率の話につきましては、今後そういったところを分析して、ご報告させてい

ただけるようにしたいと考えております。また、乗合率については志賀地域並みに上が

ればいいなというところを検討した中で、定時制というところを導入しておりますの

で、まずはそこを目指して頑張っていきたいと思います。 

交通環境学習の方ですが、滋賀県様の主体でやっていただいておりますので、滋賀県

様との協議を通して、どこまでできるかを今後調整させていただきたいと思います。 

平和堂との連携キャンペーンですが、おっしゃっていただいた通り今年の目玉かな

と思っておりますので、しっかりと平和堂様と連携してできるようにしていきたいと

思っております。 

パークアンドライドについても、できるだけ利用していただけるように、どういった

方法がいいのか関係部局と調整しながら、進めていきたいと思っております。いろいろ

ご意見いただきましてありがとうございます。 

 

委員： 滋賀県交通戦略課です。先程、交通環境学習のお話がありましたので、補足ですが、

この交通環境学習につきましては、県の交通戦略課の方で、バス協会様と、バス事業者

様にご協力いただいて実施しているものになります。特に県内でいいますと、竜王町さ

んとか、鉄軌道がないような地域もありますので、そういった地域の中学生の方に、小

さい頃から公共交通のあり方を教えてさせていただけるような取組になりまして、ご

意見いただいているところで、効果検証の方法につきましては、持ち帰らせていただい

て、検討させていただきたいと思っております。 

 

会長： ありがとうございます。その他、皆さんご意見、ご質問等ありますでしょうか。 

 



（特に質問、意見なし） 

 

【承認事項】（１）地域公共交通確保維持事業に係る計画について 

 

会長： それでは続きまして、議題の承認事項（１）地域公共交通確保維持事業に係る計画

について、事務局よりご説明をお願いいたします。 

 

（承認事項（１）の資料について、事務局より説明） 

 

会長： ただいま承認事項（１）について、事務局からご説明をいただきました。このこと

について、委員からご質問ご意見等がありましたら、お願いいたします。 

 

委員： 京阪バスです。ただいまご説明いただきました大津比叡平線のフィーダー補助の関

係、今回もご申請の手続きをいただきましてありがとうございます。 

弊社がもともと何度もお願いしております、この比叡平地域の移送については、今

回の審議の承認事項となりますこの大津比叡平線と、先ほどの報告事項で、令和５年

度の状況として、ご説明をいただきました京都側、京都比叡平線の輸送と、あわせて、

路線の維持には不可欠な事業と考えておりますので、引き続き、現在ご調整をいただ

いていると聞いております。どうぞよろしくお願いをいたします。 

 

会長： ご意見として伺っておりますが、事務局からよろしいですか。 

 

事務局： ありがとうございます。現在、京都比叡平線については、京都府、京都市、滋賀

県様と協議させていただいているところでもございますので、京阪バスにもご協力

いただいた中で、是非とも維持していきたいと考えておりますので、今後ともどうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

会長： ありがとうございます。その他ご意見ご質問等ありますでしょうか。 

 

委員： 滋賀運輸支局です。コロナの関係で、国の方で事務連絡がされ、要件緩和が出てい

るのですけれども、その要件緩和が今後はなくなるかなというようなところが出て

きています。確か２．なんぼという利用者数のところがあったかと思うので、その系

統についてはちょっとご注意いただきたいなというところです。 

あと幹線系統についても、今ご検討いただいているというところなのですけれど

も、ページの 28 ページ見ていただいて、9 番に生産性向上の取組に係る内容等の記

載があるのですけれども、地域間幹線系統のみと書かれています。実際、補助要綱で



は、地域間幹線の補助要綱にこちらが記載されていて、１％以上の収支向上っていう

ところが求められています。最初のところでは計画運行回数とか計画の部分で出し

ますので、いらないにしても、今後そういった１％の向上っていうところが求められ

てきますので、フィーダーも同じように、利用の向上、生産性向上を地域と一緒に考

えていただきたいと、もう事業者さんだけの取組では難しくなっているところであ

りますし、車に乗れない高齢者の方とか、学生の方の輸送というところがメインにな

っていますが、その方が利用できるようにするためには、地域の車に乗られる方も一

緒になって考えていただかないといけないと思いますので、地域代表の方もいろい

ろおられると思いますので、その辺ご理解いただいて、皆さんで支えていってもらえ

たらなと思います。 

 

会長： 事務局から何か回答ございますか。 

 

事務局： ご意見ありがとうございました。この補助につきまして、今後も支局様と調整し

てさせていただきたいと思いますし、お話いただきました１％の向上というとこ

ろは非常に重要と認識しておりますので、この辺は、地域の皆様とともに利用促進

に取組ながら、路線を維持していくというところをやっていきたいと思いますの

で、今後ともご指導のほどよろしくお願いいたします。 

 

会長： その他ご意見ご質問ありますでしょうか 

 

（特に質問、意見なし） 

 

会長： よろしいでしょうか。それではご意見等ございませんので、ただいまからこの承認

事項についてお諮りをさせていただければと思います。本件についてご承認いただ

けます方は挙手をお願いできればと思います。 

 

（過半数以上、挙手） 

 

会長： ありがとうございます。それでは挙手いただきましたので、この事項については承

認をいただいたということで整理をさせていただきます。 

 

４ その他 

 

会長： それでは、その他に移らせていただきます。これまで議事終わりましたけれども、

その他、何かご発言しておきたい事項等ございましたら、ご発言をいただければと思



います。 

 

委員： 皆さんと共有しておきたい事項というので、2018 年から 2022 年のこの 5 年間の

間に、0 歳から 4 歳までの赤ちゃんが、どれだけ京都市から大津市に移っているかを

調べました。要は、京都市では、今、子育て世代がどんどん逃げ出しておりまして、

その行き先が、主に大津市、宇治市、亀岡市、向日市なのです。この４年間、赤ちゃ

んだけで見ると、5 年間で 900 人弱、大津市に移ってきています。これに保護者とか

兄弟がいると、大体 2,600 人ぐらいが、5 年間で大津に来ている、年に直すと 500 人

ぐらいが来ていただいていると、しかも大津の西武の跡地がマンションになって、分

譲価格を見ると、大変私達にとって魅力的な価格で、おそらく京都からもっと子育て

世代が出るだろうと、その京都市民ってどんな特徴があるかっていうと、公共交通の

利用の分担率が非常に高い街なのです。 

バス、自転車等を中心に来ている人たちが、この大津にやってくるということはか

なり公共交通を使っていただけるポテンシャルある方々ですので、ぜひこのバス電

車乗り換えマップを転入された方々に配布いただければと思いますので、その辺ご

検討いただければと思います。せっかくのチャンスで、大変いいマップになりました

ので、これをもっと広めていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

会長： ありがとうございます。ご意見としてしっかり受けとめてですね、また検討を進め

たいと思います。その他ご意見ご質問等、最後発言がありますでしょうか。 

 

（特に質問、意見なし） 

 

会長： 特にご意見、ご質問等ございませんようですので、以上をもちまして本日の協議を

終了させていただきたいと思います。皆様におかれましては、円滑な進行にご協力い

ただきありがとうございました。 

それでは進行の方事務局にお返しをさせていただきます。  

 

事務局：本日は、委員の皆様におかれましては、貴重なご意見、ご助言等を賜りまして、誠

にありがとうございました。以上をもちまして、令和５年度第１回大津市地域公共

交通活性化協議会を閉会いたします。本日はどうもありがとうございました。 


